
令和元年度第１回村上市地域密着型サービス運営委員会 会議録

１．開催日時：令和年８月２９日（木）午後１時２２分～午後２時１０分

２．開催場所：村上市役所 第５会議室（５階）

３．出 席 者：（敬称略）

【出席委員】阿部 正一、中山 正美、大滝 春子、田巻 清美、遠宮由美子、西村 治

【欠席委員】鳴瀬 豊

【事 務 局】介護高齢課 小田課長、髙橋課長補佐、渡辺主査

４．会議次第

１．開 会

２．あいさつ 西村会長

３．議 題

（１）地域密着型サービス運営委員会設置要綱等について

（事務局説明）

「資料１－１～１－３」の各要綱の説明

（２）地域密着型サービス事業所の運営状況について

（事務局説明）

平成３１年第２回地域密着型サービス運営委員会にて報告した２事業所がそれぞれ１ユニッ

ト増床、令和２年３月に増床分開設予定。

認知症対応型通所介護１事業所については、平成３１年３月から休止している。

【意見・質問】

○ 委 員：認知症対応型通所介護の１事業所の休止の理由はなにか。

事務局：職員の休職等により休止したものです。

○ 委 員：指定の有効期間満了した場合は、自動更新となるのか。

事務局：指定の有効期間は６年となっている。指定期間の満了を迎える事業所については、

指定更新申請書等を提出してもらい、運営基準等の審査等を行い、指定の更新を行

っています。

（３）地域密着型サービス等事業所事前協議事業者の公募について

（事務局説明）

第７期介護保険事業計画により整備を計画し、昨年度公募した定期巡回・随時対応型訪問介護

看護について１法人の応募がありましたが、事前協議事業者選定委員会による審査の結果、その

法人が事前協議者とならなかったことから、今年度、資料３－２のとおりのスケジュールにより

資料３－３の公募要項にて再度公募を行うもの。

【意見・質問】

○ 委 員：定期巡回・随時対応型訪問介護看護の県内の開設状況は。



事務局：厚生労働省の資料により平成２８年１２月末時点で新潟市及び長岡市で各３事業所、

燕市、三条市、見附市で各１事業所、上越市で８事業所となっています。

下越圏域にはありません。

○ 委 員：公募しても応募する法人の見込みはあるのか。

事務局：応募法人としては村上市全域をサービス提供範囲とはせず、地域、地区を限定とし

たサービス提供範囲として応募することが予想されます。なお、前回応募した法人

は、別事業所を昨年度末に立ち上げたことから、今回は応募しない意向であると聞

いています。

○ 委 員：定期巡回・随時対応型訪問介護看護は看護師を配置していないと運営できないのか。

事務局：訪問看護事業所と連携した体制としての事業開始は可能です。

○ 委 員：看護師が不足している中で２４時間等対応を行うこの事業所の応募は難しいと考え

る。市ではこの事業所等に対するニーズなどどのように考えているのか。

事務局：この事業は地域ケアの創設として重度者でも在宅で生活できる環境の整備の必要性

から第６期計画に搭載し、今期の計画に引き継いだものです。

○ 委 員：緊急を要さない病気でも救急車を要請するケースがよくあり、この事業が契約者だ

けでも担っていただければ適正な救急車運用にも役立つ事業と思える。

○ 委 員：事業の有効性は十分あると思うが、この広大な村上市では応募があるか疑問である。

○ 委 員：応募要項中、審査基準で地域との連携・交流は必要なのか。

事務局：地域密着型サービスであるため地域に密着した事業展開が必要なことから審査項目

としてある。

○ 委 員：地域密着型サービスに限らず、施設として地域と連携、交流はあるのか。

委 員：各法人の考えにもよるが、法人の理念として地域に根ざした運営を行うこととして

いることから地域との交流は行っている所は多い。

○ 委 員：この事業について今回応募がなければ、来期計画での事業搭載等、見直しが必要で

はないか。

事務局：今回の応募状況を踏まえ、来期計画に搭載するか検討させていただきます。

４．その他

（事務局説明）

この議題にある事業所公募については、応募状況を令和元年１０月２３日に開催予定の第１回

介護保険運営協議会で報告させていただきます。応募がない場合は、令和２年１月中旬から下旬

に予定している第２回地域密着型サービス運営委員会は開催しない予定です。

５．閉 会


